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ワーグナーの政治性，

　　または非政治性について

伊　藤　嘉　啓

（1）

　ワーグナーのドレスデン時代のもっとも大きな体験は，なんといっても，

i849年のドレスデン暴動への参加であった．作家で，これだけの直接行動に

でた人は，あまり多くないであらう．ドストエフスキーは一じ，死刑の宣告

をされ，のちシベリア流刑に減刑されたのであるが，原因は比較的穏健な政

治サークルに顔をだしたからにすぎなかったし，ハイネはペン先だけの「進

歩的文化人」であった．たゴ，ワーグナーと同年うまれのビューヒナー

（Georg　Buchner）だけは，ワーグナーよりも15年もまへに，農民に蜂起をす

すあるパンフレット（ヘッセンの急使）をくばった科で，ワーグナーと同

様，国外に亡命してみる．

　ワーグナーは芸術家としては，まれに見るほど政治的であったとおもはれ

るが，通説はワーグナーをどこまでも，非政治的であるときあっける．まつ，

トーマス・マンである．

　（1＞「本質的に政治的人間であることを，ワーグナーはいつも拒否し，政

治結社の活動にたいする反棲を，かくしたりはしてみない」

　②　「ゾラとワーグナー，ルゴン・マカールの象徴的自然主義とワーグ

ナーの芸術とのあひだには，多くの時代的な共通点がある．．．しかし，本質

的・典型的な国民的相異は，フランスの作品の社会精神とドイツの作品の神

話的・原詩的精神とである．．．．ドイツ精神は，社会面や政治面には，ほん
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らい無関心であり，もっともふかいところにおいては，この領域はドイツ精

神とは無縁なのである」（いつれも，Th．　Mann：R’o肋7♂〃αgπ67π屈＞d6γ

R‘η946∫N∫うθ砲η98η、）

　つぎに，現在のワーグナー研究者の代表の一人と目されるヴェステルン

ハーゲン（Curt　von　Westernhagen）も，「ワーグナーは夢想家（Phantast）

であり．．．この人物と政治について話はしたが，まったく行動をともにして

はみない」といふバクーニン（Michail　Bakunin）のことばを引用し，さらに

ドレスデン時代のワーグナーの蔵書に，マルクスやエンゲルスの著書，その

ほか，とにかく政治に関する本はまったくなかったといふ理由から，ワーグ

ナーは根本的に，非政治的であったと結論してみる（Westernhagen　l　R勲αr4

晦9η67－14．Kapite1）．

もう1つ，日本の文献からの例をしめせば，

　「彼はこのザクセンの革命運動に参加せるどの党派にも属してみるわけで

はなかった．社会主義も共産主義も彼の関するところではなかった．彼はま

た共和党員でも民主党員でもなかった．およそ彼ほど非政治的な人間はない

のである」（相良守峯『ワーグナーの思想と芸術』）

（2）

　ワーグナーはいつまでも自分の芸術をうけいれてくれない社会に不満をも

ち，このやうな社会の変革をのぞんだのであり，ワーグナーの革命への関心

は，芸術的でこそあれ，つまるところ政治的ではない，とされる．しかし，

ワーグナーと革命とのむすびつきは，なにも1849年，年齢でいへば，35歳の

ときになって漸くはじまるのではない．それは，ワーグナーがギムナジウム

の生徒であった1830年までさかのぼり，ワーグナーは18歳，もちろん，まだ

芸術活動は始まってみない．この年の復活祭に，ワーグナーはニコライ学校

を退学，6月16日，トーマス学校に転校してみる．ニコライ学校をやめて，

トーマス学校にはひるまでの春休，ワーグナーは義兄（姉ルイーゼの夫）で，
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出版社を経営してみたフリードリヒ・ブロックハウス　（Friedrich　Brock－

haus）から校正の手伝をたのまれ，引きうけてみる．それは，中世史とフラ

ンス革命に関する本であった．ワーグナーが政治を取扱つた書もつを，はじ

めてよんだのは，このときである．さうして，約2ケ月ごに，フランスに革

命がおこった．7月革命である．

　1830年の選挙で，藩王党派の自由党員が多数選出されると，反動的な国王

シャルルは，7月23日，まだ召集されてるない議会を，勅令によって解散，

選挙権を極度に制限しようとしたのに，一般民衆が反卜したのである．王は

イギリスに亡命した．これは，保守反動の砦であるウィーン体制にはひった

最初の亀裂として意味をもつ．

　この7月革命がワーグナーにあたへた影響は大きかった．ワーグナーは

『わが生涯』のなかで，

　「ライプツィヒ新聞の号外が，パリの7月革命を報道した．フランス王は

玉座から追払はれたのだ．．．．歴史的世界は，わたしにとって，この日か

らはじまった．もちろん，わたしはこの革命に大賛成だつた」（S．52）と書

き，『自伝のスケッチ』にも，「一挙に，ぼくは革命家となった．政治的文士

とつき合ふのだけが，比のしかった．ぼくは政治的なテーマをあつかった序

曲を書きはじあた」と，いってみる．（たゴし，この序曲，いまは残ってみな

い．）

　7月革命はヨーロッパ全土に波及した．（1＞ベルギーがネーデルランド王

国（オランダとオーストリア領ネーデルランドが合体して出来た王国で，

ウィーン会議で誕生）から独立し，②ポーランドのワルシャワには，革命

（11月革命）がおこった．ナポレオンの作ったワルシャワ大公国は，ウィーン

会議で消滅して，そのかはりに，ポーランド王国が成立したが，ロシア皇帝

がポーランド王を兼ねてみたのである．ワルシャワの革命政府は，ロマノブ

王朝の廃位を宣言したが，1831年9月，ロシア軍はワルシャワを占領し，

ポーランドの蜂起はをはった．9月8日であった．

　このポーランドの革命は，7月革命そのものよりも，ワーグナーには，よ
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り身近かな事件であった．ワーグナーは，『わが生涯』のなかで，この蜂起に

ふれて，

　「ポーランドの人民が，短時日にせよ，1831年5月に，た、かひとったとこ

ろの成功に，わたしは驚喜した．新しい世界が奇蹟のやうに，あらたに生れ

たかのやうにおもへたからである．それに対して，東ロレンカでの戦ひの報

道（革命軍敗退）では，あたかも，この世界が，またもや消えてしまったか

のやうな気がしたのである」（S．74）と，書いてみる．

　ワーグナーにとって，ポーランドの革命は，遠い世界の抽象的な出来事で

はなかった．肌で感ずる具体的な事件であった．この革命に，ごくわっかで

はあるけれども，ワーグナーは直接に接触する体験をもつたからである．革

命の失敗者たちが，そのころの「自由の国」（と，おもはれた）フランスへ亡

命の途次，ワーグナーの住むライプツィヒの町を続々と通りすぎていったか

らである．ワーグナーはこの難民の宿泊所をたつね，この人たちと会話まで

もってみる．

（3）

　ワーグナーが生涯において，一ばん政治的であったのは，ドレスデン時代

であり，1849年めドレスデン暴動への参加といふ形で，頂点に達する．しか

し，突如として，そのやうな直接行動があったのではない．それにはそれな

りの助走期間があったのである．

　ドレスデン時代のワーグナーを，政治運動に引きこんだのは，レッケル

（August　R6cke1，1814－76）である．1843年2月，ワーグナーがドレスデン

の宮廷指揮者（Hofkapellmeister）となったとき，レッケルはその下ではた

らく副指揮者（Musikdirektor）であった．レッケルはもともとは作曲家であ

り，オペラも作ったのであるが，ワーグナーの『リエンツィ』「オランダ人』

rタンホイザー』をきいて，自分の才能の限界を感じ，自作のオペラ上演をあ

きらめ，指揮者ワーグナーのよき助手に甘んじたのである．レッケルは15歳
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のとき，パリで7月革命を直接体験し，以来すぢ金入りの社会主義者となっ

た．ドレスデンでの副指揮者の収入はすくなく，第1指揮者ライシガー

（Carl　Gottlieb　ReiBiger）の年俸が2000ターラー，第2指揮者ワーグナーで

1500ターラーだつたのに対し，レッケルの給料は年600ターラーにすぎなか

った．子供が9人もみて，生活は苦しかった．レッケルは収入の少ない音楽

の仕事よりは，経済学関係の読書に熱中し，熱つぼくワーグナーに社会主義

思想を吹きこんだのである．

　かうして，1848年をむかへる．この年2月，フランスでは選挙法改正をも

とめて，市民がたちあがった．当時フランスの有権者は，総人ロの1％にも

みたなかったからである．国王ルイ・フィリップはイギリスに亡命し，共和

主義政権が成立して，普通選挙がおこなはれた．これが2月革命である．こ

の革命では，労働者の力が大きな働きをしたので，その代表者として，社会

主義者ルイ・プランも政府の1員となり，国立工場もつくられた．世界初の

社会主義体制である．しかし，2ケ月この4月の選挙で，社会主義勢力は完

敗し，国立工場は閉鎖された．零細な自作農となった元小作人が，自分たち

の私有地の国営化をおそれて社会主義を拒否したからである．祖先いらい，

小作農であった者の私有地に対する執念は，異常ともいふべく，その亡霊は

農地改革この日本にも生きてみる．

　2月革命はウィーンに飛火して，3月革命となり，ウィーン体制の指導者

メッテルニヒは追放された．感激したワーグナーは，「ザクセンからウィーン

の人々への挨拶」と題する長篇の詩をかき，この詩は，5月にオーストリア

の新聞（Allgemeine　Osterreichische　Zeitung）に掲載された．その1節に

は，

　Nun　jauchz’ich　auf　aus　voller　Brust，

　mein　Zagen　ist　gehoben：

　Drum　muB　ich　nun　mit　heiBer　Lust

　euch　Wiener　Helden　loben　l

　Ihr　habt　die　Frage　recht　erwogen，
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　euch　macht　sie　kein　Graun：

　Das　gute　Schwert　habt　ihr　gezogen，

　den　Knoten　zu　durchschau，n．

　ワーグナーの革命詩よりや》遡って，メッテルニヒ失脚の2日この3月15

日，ドレスデンでも，．デモがあり，3日目の3月18日には，ベルリンとフラ

ンクフルトでバリケード戦がおこった．3月31日，フランクフルトに国民議

会のための予備会議がひらかれ，5月18日，ドイツ統一の問題と統一憲法

（帝国憲法）の起草を審議するフランクフルト国民議会（Deutsche　National－

versammlung）が開催される．この議会には，ヤーコプ・グリムや歴史家ド

ロイゼン（Johann　Gustav　Droysen）など有名な学者も加はり，総勢やく800

名からなり，いはゴ，当時のドイツの頭脳を集めたものであったが，それは

諸王侯の代表ではなく，国民の代表であったところに，特質と限界とをもっ

てみた．

　1848年6月，チェコ（当時はオーストリア）のプラークに暴動がおこり，

バクーニンがこれを指揮したのであるが失敗，バクーニンは同志レッケルを

たよって，ドレスデンに潜入した．ワーグナーはレッケルの紹介で，この

ロシアの無政府主義者と知合ふのである．バクーニンは巨象のやうな体躯，

ゆったりした物腰で，恐しい破壊思想をかたったが，眼をわるくしてみる

ワーグナーのために，ランプの光がまぶしくないやうに，大きな手で，一時

間ものあひだ，光をさへぎつてくれるやうな，繊細なご＼ろの持主でもあっ

た．

　6月14日，ワーグナーは急進的な政治団体「祖国結社」（Vaterlandsverein）

において，「共和主義の運動は王権にたいして，いかなる関係にあるか」と題

する演説をおこなひ，その内容は，「ドレスデン新報」（Dresdener　Anzeiger）

の附録に，匿名で掲載された．こ＼でワーグナーは，

　「わが貴族諸氏は，もはや欲するがま＼に，われわれを奴隷とし，搾取する

ことの出来る封建領主でないならば，すべての怒りを取払ふために，特権の

残津さへも，放棄すべきである」と，貴族階級の廃止を訴へるが，来るべき
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体制として国王を戴いた共和制といふ中途半端なものを提案してみる．これ

は，祖国結社内で共和制か，王制かの対立があったのに対するワーグナーな

りの一つの妥協案であったのであるが，これもまた，ワーグナーの政治性の

一面をしめしてみるのであらう．バクーニンなどは，ワーグナーとくらべも

のにならないほど過激であり，いさぎよい．しかし，たとへば，バクーニン

はドレスデン蜂起で，「敵」の建物はすべて焼きはらへ！といふ明解な指示を

だしたがために，かへって人々の反擾をくってみる．ワーグナーの発言は，

これとくらべれば，歯切れがわるく，はなはだ，なまぬるいが，まさにその

「欠点」のために，祖国結社でのワーグナーの演説は聴衆の喝采をまねいた

のである．以後，ワーグナーは，貴族階級廃止主義者として，政府の要注意

人物となった．

　制裁措置は迅速だつた．たゴちに，『リエンツィ』は上演題目からはつさ

れ，4，月完成，12月初演予定だつた『ローエングリーン』の上演も中止とな

った．

　状況を見るに敏なワーグナーは，このさい，ほとぼりがさめるまで，座を

はっす方がよいと判断し，劇場に休暇ねがひをだし，ウィーンへの旅行に出

かけた．7月9日から22日までゴある．しかし，ワーグナーは行先の選定に

失敗した．ウィーンにいったのは，自分の作品の上演の可能性をさぐるため

だった，とワーグナーはいふのであるが，3月革命いらい，革命，反革命の

たえないウィーンに行ったのは，革命の同志との連絡のためだったと，とら

れ，ワーグナーの立場はますますわるくなった．

　1848年夏，レッケルは政治運動のゆゑに，宮廷劇場副指揮者のちみをうし

なった．これでレッケルは自分の任務，すなわち革命家といふ任務を自覚

し，「民衆新聞」（Volksblatter）と題する週刊新聞をだして，民衆の煽動にの

りだした．「民衆新聞」の第1号がでたのが，1848年8月26日である．ワーグ

ナーはこの新聞に3つの匿名記事を書いてみる．

　1848年11月12日一28日，『ジークフリートの死』の初稿が完成する．のちの

『神々のたそがれ』のをはりでは，一切が滅亡するのに対して，この初稿で
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は，愛が世界を浄化し，すくひ得るといふ現実的・楽天的色あひをしめして

みる．ワーグナーの社会改革への期待の反映といはれてみる．かうして，48

年もくれ，いよいよ問題の49年をむかへる．

　1849年1月，『ナザレのイエス』の草稿が出来あがった．これは，結局は，

作品にまでならず，草稿のま＼残ったのであるが，革命期のワーグナーを考

へるぱあひに，しばしば言及される．ワーグナーが『ナザレのイエス』を朗

読したとき，聴衆の1人であったバクーニンは，

　「テノールが『あいつの首をきれ！』，ソプラノが『首をく》れ！』と歌ひ，

さうするとバスが『火だ！　火だ！』と，やれ」と，す＼めたと，ワーグナ

ーは『わが生涯』に書いてみる．

（4）

　1849年3月23日，フランクフルト国民議会は，ドイツ帝国憲法　（Ver・

fassung　des　deutschen　Reichs）を採択．3月28口，同議会は，統一ドイツ帝

国の皇帝に，プロイセン国王フリードリヒ・ウィルヘルムIV世を推戴した

が，4月3日，フリードリヒ・ウィルヘルムIV世は，これを拒否した．諸侯

の手からでなく，人民の代表者集会（フランクフルト国民議会）から，さし

出された帝冠はうけるわけにはいかない．国王は，この帝冠を，人々が自分

を48年の革命につなぎとめようとする犬の首輪と見たのである．

　4月8日，ワーグナーはレッケルの「民衆新聞」に，「革命」と題する無署

名の文を寄せてみる．それは，まつ，

　「超自然の力がわれわれの世界をとらへ，古いレールから切りはなして，

新しい軌道にはめ込まうとしてみるかのやうに，おもはれる」と，はじまる・

「超自然の力」（eine　ubernaturliche　Kraft）といふ表現には，社会の変革を，

人間の願望としてゴはなく，歴史の必然としての理解がふくまれてるるであ

らう．さうして，つぎのやうにつゴける．

　「われわれには，わかってみる．古い世界，それは崩壊し，そこから新しい
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世界が誕生するのである．なぜなら，崇高な女神〈革命〉は，嵐のつばさに

乗って轟然とやってくる．．．」

　Revolutionが女性名詞だからであらう，「革命」を崇高な女神とた＼へ，

革命に熱狂してみる様子がよくわかる．さらに，「革命」からの挨拶として，

「強者と法律と財産」の粉砕，「1人の人間が，ほかの者を支配する一切の支

配権」の粉砕を主張する．このあらゆる秩序の破壊を目ざす革命の賛美は，

バクーニンからのうけ売りであらうが，それは，一じ的にせよ，バクーニン

からつよく感化された結果である．

　フランクフルトの国民議会で起草された帝国憲法承認をもとめる声に，ザ

クセン国王フリードリヒ・アウグスト皿世は，だんこ，耳をかさうとしなか

った．いつもは優柔不断かにみえる国王にしては，めづらしい態度ともおも

はれたが，それには，プロイセンからの圧力があったのである．プロイセン

国王フリードリヒ・ウィルヘルムIV世の帝冠拒否の＼ち，プロイセン政府

は，帝国憲法支持をきあたプロイセン下院を解散させ，各国もこの憲法を承

認しないように要請してきたのであった．

　ザクセン国王フリードリヒ・アウグスト皿世は，このさい，国民の要求を

拒絶すれば，当然，暴動を予想しなければならなかったが，王は自国の軍隊
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とプロイセンからの援軍をたのみとしたのである．4月37日，王は上院，下

院の両院を解散させた．レッケルの「民衆新聞」は発禁となり，レッケルは

身の危険をさけるために，プラークへ逃走した．

　プロイセンが帝国憲法阻止を各国に働きかけてみる事実があきらかにな

り，ドレスデンでは，プロイセンの軍隊が進駐してくるといふ噂がながれ

た．5月2日，ワーグナーはプラークのレッケルにあて、，「皆は国王とでは

ないにしても，いつれにせよ，結局は，プロイセンの軍隊と一と揉めあるの

を覚悟してゐます．皆の心配は，要するに，革命の早すぎる勃発です」と，

書いてみる．のちに，この手紙が，レッケルのところで見つかり，当局によ

って，ワーグナーと革命とのふかいか＼はりをしめす重要な証拠物件とされ

た．

　いよいよ，5月3日（木曜日）である．以下，数日間の叙述には，作曲家

シューマン夫人クラーラ・シューマン（Clara　Schumann）の日記を資料に

くはへる．（このころ，シューマン夫妻もまた，ドレスデンに住んでみた．）

この日，ドレスデンでは緊急をしらせる号音がなり，塔といふ塔の鐘がひゴ

き，まもなく発砲の音がきこえた．ザクセン国王フリードリヒ・アウグスト

皿世は，首都ドレスデンからの脱出をはかったが，民衆は王の馬車の韓を折

って，王にとゴまるよう歎願した．民衆は兵器庫を占領しようと，そこへむ

かってす＼んだところ，先に向うから発砲があり，デモの先頭にあった何人

かゴ，血をながして倒れた．かうして，ドレスデン蜂起（Dresdener

Aufstand）の火i蓋はきっておとされたのである．騒ぎをき、つけたワーグ

ナーも，兵器庫の方に走ってゆくと，丁度，負傷者がはこばれて来るのに出

会つた．ワーグナーは人波におされながら，いつしか，市庁舎に来てみた．

そこには，黒赤池の統一ドイツの旗がひるがへり，この蜂起の指揮をとる

「防衛委員会」（VerteidigungsausschluB）が占拠してみた．

　5月4日（金曜日），早朝4時，国王，王妃，大臣たちは，国民の滞留ねが

ひを無視して，汽船をつかひ，城塞のあるケーニヒシュタイン（ドレスデン

よりエルベ河の上流，やく30km）へ逃走した．街には，バリケードがきつ

　　　　　　　　　　　　　　　一10一



かれ，市庁舎には仮政府が成立した．仮政府は武力闘争を宣言．ワーグナー

は「民衆新聞」の印刷所で，「君たちはわれわれと共に，外国の軍隊に立ち向

ふか？」と書いたビラを刷らせ，バリケードをのりこえて，王宮前広場に待

機してみたザクセン軍の兵士たちに，自らこのビラをくばって廻ったのであ

る．

　各町内には，自警隊がつくられ，武器をもてる男性は全員，革命軍に参加

するように呼びかけてきた．シューマンの家にも，自警隊員がおとつれ，革

㌦命軍に入るように，要求してきた．クラーラは，「夫は家にみない」とことわ

ったが，自警隊員は納得せず，家探しするとまでいって，おどした．

　幕末の戯作者や浮世絵師は，「浦賀に黒船が来ようが桜田門で大老が暗殺

されようが」そんなことは，自分たちの「与り知った事ではない」としたと

いふが（永井荷風『花火』），シューマンもまた，デモの群衆から怪我人が出

ようが，国王が首都から逃げ出さうが，市庁舎に臨時政府が出来ようが，さ

うした事件は自分とは関係のないことであるとしたのであった．ワーグナー

とシューマン，ドイツ音楽界を代表するこの2人が，1つの政治事件に対し

てとった態度は，文字どほり，対臆的であり，わたしたちの興味をひく．

　5日から6日にかけて，ワーグナーは夜どほし，物見の役をはたしてみ

る．すなはち，十字架教会の95メートルの塔にのぼり，そこから戦況をいち

いちメモし，小石をその紙片でくるんで，下におとして連絡したのである．

　6日　（日曜日），つひにプロイセン軍がドレスデンに到着，武器も不十分

な，鳥合の衆の革命軍は，それでなくてさへ勝味がうすかったのに，いよい

よ苦しい立場におひこまれてゆく．一方，革命の報をきいて，レッケルがド

レスデンに舞戻ってきたのも，この日であった．

　　7日（月曜日），ワーグナーは，偶然，レッケルと出会ひ，わっかなことば

をかはしただけでわかれたが，これが以後13年間の離別にならうとは，もち

ろん，2人とも，まだしらない．ワーグナーはこの日の午前，妻のミンナと

二二と愛犬をつれて，姉クラーラ夫妻の住むケムニッツ（いまのカール・マ

ルクス・シュタット，ドレスデンの西南，やく70km）へむかって出発し
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た．

　なほ，同日，旧歌劇場が焼失したのであるが，一じ，ワーグナーが放火し

たとの噂がながれたiしかし，のちにこれは，ワーグナーはワーグナーで

も，リヒアルトではなく，ヴォルデマル・ワーグナー（Woldemar　Wagner）

といふパン屋が犯人とわかった、め，ワーグナーはやっと，ぬれぎぬをはら

すことが出来たのである．

　8日（火曜日）未明，レッケルは町をはなれようとしたところを，暴動の

首謀者として逮捕され，一たんは，死刑の判決をくだされたが，のち，無期

懲役に減刑され，1862年になって，やうやく自由の身となった．前日，家族

を避難させるために，ドレスデンを去ったワーグナーは，この日さつそくも

どって来たが，ワーグナーがそこで見たものは，革命軍の敗北であった．

　9日（水曜日），軍隊が市中を砲撃するとの噂がひろまり，市民の避難がは

じまった．それより先，早朝，ワーグナーはバクーニン，ホイプナー（Otto

Leonhald　Heubner）など，こんどの蜂起の指導者たちと，ドレスデンを

はなれ，フライベルク（ドレスデンとケムニッツの中間地点）にむかった．

こ＼で，ワーグナーはバクーニンー行とわかれる．その夜，ホイプナーとバ

クーニンは逮捕，（レッケルとおなじく）死刑の判決をうけるが，のち滅刑，

バクーニンは，1851年，ロシア政府にひきわたされ，シベリア流刑となる

が，1861年に脱獄し，日本を経由してロンドンにわたった．

　さきにはレッケル，さうして，こんどはバクーニン，ホイプナーと逮捕さ

れた．革命家にとって，「逮捕」は政治的能力の低さの何よりの暴露となる．

ひとりワーグナーのみが逮捕をまぬがれたのであった．これを単なる偶然と

見るむきもあるが，しかし，おそらくは，より少なく偶然であったとおもは

れる．王宮前広場でビラをくばりながら，狙撃されなかったこと＼いひ，こ

んどのこと＼いひ，それらはワーグナーの「抜目のなさ」を物語ってみる．

　辞書で”politisch“といふ語にあたってみると，派生的意味のところに

”auf　ein　Ziel　gerichtet，　klug　u・berechnend“と説明があり（Duden　6冊

本），独和辞書にも，②として「抜目のない」といふ訳がついてみる（三修
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社r現代独和辞典』）．「抜目のなさ」が政治能力の一部にふくまれるならば，

これもまた，ワーグナーの一つの政治性をしめしてみる，といっても，あま

り大きな過ちを、かしてみないやうにもおもはれる．

　バクーニンたちとわかれたワーグナーは，その日，ケムニッツの旅館にと

まり，翌日，姉クラーラの家をたつね，10日のよる，クラーラの夫ハインリ

ヒ・ヴォルフラム（Heinrich　Wolfram）がワーグナーをケムニッツの西北50

km（ライプツィヒとケムニッツの中間地点）のアルテンブルクまで同道し，

ワーグナーはそこから郵便馬車にのって，ワイマルにのがれ，ワイマルで

は，リスト（Franz　Liszt）がむかへてくれたのである．

　この日（10日），ドレスデンの様子はどうであったか．クラーラ・シューマ

ンの日記によると，

　「荒廃のありさまを書くことは，ほとんど言語に絶するばかりである．家々

には何千個といふ弾丸の穴があり，壁は剥れ，旧歌劇場はすっかり焼けおち

てみた」とあり，つゴいて，ワーグナーへの言及がある．

　「楽長ワーグナーは共和党のなかで活躍し，市庁舎から演説をおこなった

り，指示してバリケードをつくらせたり，そのほかいろいろの働きをしたと

いふことである」

　5月16日，ドレスデンでは，ワーグナーへの手配書が公表され，19日には，

「ドレスデン新聞」にも掲載された．その事由は，楽長ワーグナーが，このた

びの騒乱に，「ふかく関与」してみた、めであり（wegen　wesentlicher　Theil－

nahme），こ＼ろあたりの人は，たゴちに知らせて欲しい，といふものであっ

た．ワーグナーは「ベルリンの教授ウェルダー」（Professor　Werder　aus

Berlin）と名まへをかへ，各地を転々としたあと，最：終的には，スイスの

チューリヒにおちついた．．

（5）

トーマス・マンはワーグナーの作品とゾラの『ルゴン・マカール』とを対
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比して，両者には多くの共通するものがあるが，しかし，決定的な差異は，

ゾラが政治や社会につよい関心をしあすのに反し，ワーグナーには，それが

ない，といってみる（R励αγ4躍αgηθ7財屈）D67　R勿gぼ6γ躍66」襯g8ηく，

L8げ4θηπη♂σγδ！β6　R揃α74〃「α9η6符θ’‘．）

　ワーグナーの作品には，それほどに，政治的・社会的な主題が見られない

か，どうか．むしろ，ワーグナーはしばしば政治社会問題を作品にとり入れ

てみるのではないか，とも見られないではない．

　まつ，『恋愛禁制』である．このオペラは1836年，ワーグナー23歳のときの

作品で，作者の第2作あにあたる．場所は，シチリアの首府パレルモ，寛大

な国王が外国に旅行に出て留守のあひだ，王の代行となったドイツ人フリー

ドリヒは，法律をきびしくして風紀をとりしまらうとするが，失敗する．国

王の国民にのぞむ態度，社会秩序をたもっための法律の運用のしかた，など，

すでに初期の作品において，政治社会問題への関心の萌芽がみとめられる．

　つぎに，rリエンツィ」．舞台は14世紀なかばごろのローマである．リエン

ツィは貴族の横暴をおさへて，自ら護民官となり，市民に自由をあたへる．

しかし，貴族，市民の双方から恨をかひ，リエンツィの目ざした社会改革

は，失敗する．この作品が，社会の変革をもとめるといふ強い政治性を主題

としてみることは，あらためていふまでもない．

　第3に，『タンホイザー』である．このオペラは，一見，政治とは無関係の

やうであるが，かならずしもさうではない．1972年のバイロイト音楽祭で，

演出を担当したゲッツ・フリードリヒ（G6tz　Friedrich）は，「タンホイザー」

を「専制社会での孤独な芸術家の物語」（スケルトン『バイロイト音楽祭の

100年』266頁）と解釈してみる．作者のワーグナーは，おそらくは，さうい

ふ意図をもつて書いたのではないであらう．しかし，出来上った作品と作者

の意図とは別物であり，わたしたちに，より大事なのは，作品のあたへる効

果であって，作意ではない．この観点から，『タンホイザー』もまた，政治的

主題の作品であるといへる．

　第4に，『ナザレのイエス』．これは作品にまで成熟せず，構想の段階でを
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はったのであるが，ワーグナー論では，よく引合ひにだされる．この草稿の

なかで，イエスは（リエンツィのやうに）社会改革者としてゑがかれてる

る．法律にまもられた所有権から，罪が生ずるのであり，法律がなければ，

罪もなくなる．イエスは，人間の法律によらずに，神の愛によって生きるよ

うに説き，死を通しての救済として，自ら十字架につくのである．

　第5に，『ニーベルングの指環』である．この作品を徹頭徹尾，政治的に解

釈したのは，バーナード・ショーであったが（Barnard　Shaw：”α9η6卜B76一

磁），以下，ショーに倣ひながら私解をしめしてみる．『ニーベルングの指

環』は，小人アルベリヒがラインの河底から，黄金を略奪する場面からはじ

まる．アルベリヒはこの黄金から1つの指環をつくった．この指環の持主は

世界を征服できる．アルベリヒは指環の力を利用して，小人族を使役し，富

を搾取する．アルベリヒは資本家であり，小人族は労働者階級である．一方，

神々の長であるウォータンは，自己の権力を誇示するために，巨人たちに壮

麗な宮殿をつくらせる．しかし，たちまち，巨人たちへのしはらひに困り，

わる知恵の神ローゲと＼もに，地下のくにへおりて行って，アルベリヒか

ら，黄金と指環とを，だましとる．このとき，アルベリヒは指環にのろひを

こめた＼め，この指環の所有者は死をまぬかれられなくなった．古来，神聖

であるべき国王が人民から富をだましとった例は，枚挙にいとまがない．こ

こでも，神々の長であるウォータンが，小人から富（黄金）と権力（指環）

とを好計によってまきあげてみる．アルベリヒやウォータンが，略奪して富

と権力とを手にいれてみるのは，ブルードンの「財産とは盗み」であるとす

る思想からの影響であるといはれてみる．

　かうして，世界（社会）は，どうしょうもなく堕落してしまった．そこに

救世主としてあらはれるのが，ジークフリートである．ジークフリートは，

ジークムントとジークリンデといふ双子の兄妹の結婚からうまれる．ウォー

タンの妻である法の神ブリッカから見れば，兄と妹との結婚は，ゆるすべか

らざる罪である．救世主は，ふるい世界の罪からうまれる．ジークフリート

も罪の子として，ふるい慣習にしばられぬ自由人である．ジークフリート
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は，まつ，そだての親のミーメをころし，それから黄金と指環とをまもって

いた大蛇を，いとも簡単にころしてしまった．バーナード・ショーはジーク

フリートをアナーキストとみて，「作品のなかのバクーニン」と解してみる．

はじめ，ジークフリートは「おそれ」といふものを，しらない．自分のこ、

ろの欲するがま～に蕃進ずる．その行動は，果敢であり，爽快である．しか

し，ジークフリートも指環といふ権力を手にしたかぎり，没落はまぬかれ

ぬ．．．

　『ニーベルングの指環』には，さまざまの解釈が成立する．そのうち，どれ

か1つを正しい，といふことは出来ない．いくつかの中から，1つをえらび

だして，それを「正しい」とし，ほかはすべて間違ってみるとするのこそ，

この際，もっとも間違つた態度である．ワーグナーの孫ヴィーラント・ワー

グナー（Wieland　Wagner）は，いろいろの事情から，祖父の作品を出来るだ

け非政治的に解釈しようとした．当然，『指環』の解釈もまた，非政治的であ

る．ヴィーラント・ワーグナーは『指環』を，人間の内面の葛藤と見ようと

したのである．しかし，ヴィーラント・ワーグナー演出のあとをうけて，

1976年に登場したシェロー（Patrice　Ch6reau）は，『指環』を，より政治的

に解釈しようと試みてみる．ラインの乙女たちは街娼となり，アルベリヒは

金縁めがねをかけた高利貸しといふ身なりである．この演出は，大筋におい

ては，バーナード・ショーにつらなるものを，もってみるであらう．

（6）

　芸術家の政治性をかんがへるにあたって，出来上った作品が，第3者によ

って政治的に利用されるばあひも，考慮にいれなくてはならない．それは作

者本人の関知するところではないが，作者の政治性をしめす有力な証拠とな

るであらう．

　この点からワーグナーを見ても，ワーグナーはきはめて政治的である．ま

つ，ヒトラーがワーグナーに心酔し，ナチスがワーグナーを利用したこと
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は，ひろく知られた事実である．ヒトラーとワグナー作品との出会は，ヒト

ラーが20代に，リンツで『リエンツィ』を見たときにはじまるとされてみ

る．ヒトラーはこのオペラを見て，自分もリエンツィのやうな民衆をまもる

護民官たらうとした，といふのである．もし，この通りならば，これは『リ

エンツィ』の政治性を物語るエピソードである．あるひは又，ヒトラーがは

じめて見たワーグナーのオペラは，（『リエンツィ』ではなく）『ローエング

リーン』だったともいはれる．『ローエングリーン』ならば，ヒトラーはそこ

に強烈なナショナリズムを見たであらう．『ローエングリーン』では，国王ハ

インリヒが東からのハンガリーの侵攻をふせぐために，ブラバント地方に募

兵にきたところがら幕があがるのであり，ドイツ各国が1つとなって，異民

族とのた＼かひにそなへるといふ歴史的事実をふまへて，大へん愛国的とな

ってみる．たとへば，つぎの台詞，

　国王「いまこそ，わが国の敵よ，寄らば寄れ，

　　　われわれは勇敢にむかへ撃たう．

　　　荒涼不毛の東からの

　　　敵の侵入も，もはやゆるさない．

　　　ドイツのために，ドイツの剣，

　　　かくて国威を発揚せよ！」（第3幕第3ば）

　ヒトラーのはじめてのワーグナー体験が，『リエンツィ』であったにせよ，

または，『ローエングリーン』であったにせよ，とにかく，ワーグナーの芸術

は，ヒトラーをヒトラーたらしめるために，役立つたのである．『リエン

ツィ』も，『ローエングリーン』も，ヒトラーにあたへたものは，しばしば芸

術がその鑑賞者にもたらす休息ではなく，これらのオペラは総統への道を，

ヒトラーに鼓吹したのであった．

　ヒトラーは『マイス二一ジンガー』を100回以上きいたらうとか，「ヒト

ラーは1939年，ワーグナーの音響のなかで，世界戦争を開始した」（Pcter

Viereck：研’」6矧舷R励α74躍αgηθ7）とか，または，「ヒトラーは自分を竜と

戦ふジークフリートに見立て＼みた」とか（ルイス・シュナイダー『アドル

　　　　　　　　　　　　　　一17一



フ・ヒトラー』），ワグナーとヒトラーとを，むすびつける発言は，いくらで

も，拾ひあつめることが出来る．

　ヒトラーにとって，ワーグナーは万事，都合がよかった．第1に，ゲルマ

，ン神話を素材としてをり（『指環』），第2に，しばしば愛国的なことばが登

場する．『ローエングリーン』が，さうであり，さらに熱烈なのは，『マイス

タージンガー』である．そのなかでも，「たとひ神聖ローマ帝国は雲散霧消し

ようとも，さいごにこの手にのこるもの，それは神聖なドイツ芸術だ！」（第

3まく第5場）などは，大へんによろしい．第3に，ワーグナーは『音楽にお

けるユダヤ性』といふ文章をかいて，はっきりと反ユダヤ主義を表明してみ

る．これもヒトラーにとっては，打ってつけである．第4に，ワーグナーが

革命に関係してみるのもい＼．ナチスも1923年11月，ドイツ語でPutschと

称する革命ごっこのやうなものもやってみる．さうして，双方とも，ワーグ

ナーもナチスも，反共産主義である．ワーグナーは，1848年6月，「祖国結

社」での講演「共和主義の運動は王権にたいして，いかなる関係にあるか」

で，貴族階級の廃止をうったへながらも，「財産と利益とを数学的に等分化

する」共産主義は，「まったくつまらない，無意味きはまる」教説として，し

りぞけてみる．ナチスの宣伝ビラには書いてある，「マルクス主義は死ね，社

会主義が生きるために！」（Der　Marxismus　sterbe，　damit　dcr　Sozialismus

Iebe！）

　バイロイト音楽祭の開催年は，もともと2年つゴけて1年やすみであった

が，ナチス時代，年号でいへば，1936年のベルリン・オリンピック以ごは，

44年まで，毎年開催が可能となった．バイロイト音楽祭は，開設以来，慢性

の赤字にくるしんでみたのであるが，ヒトラーはこの音楽祭に年間5万マル

クの援助をあたへ，そのうへ，税金を免除する特別措置までおこなって，優

遇してみる．ワーグナーの息子ジークフリート・ワーグナー（Siegfried　Wag－

ner）の早逝ご，ジークフリート夫人ウィニフレッド・ワーグナー（Wini－

fred　Wagner）が，バイロイト祭の主催者となるが，ウィニフレッドは，ち

かいうちに，ヒトラーと結婚するのではないか，といふ噂まで立つた．
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　毎年のバイロイト音楽祭の期間中，ナチスの幹部は一斉にバイロイトにお

もむいたから，このあひだ、けは，首都がベルリンからバイロイトに移った

やうにさへ見えた．党の幹部ばかりではなかった．前線の兵士，負傷兵，そ

れに軍需工場の労働者など多数が招待されて，「ゲルマン精神を謳歌した」

オペラを見せられ，洗脳されて，帰ったのである．

　そのなかでも，1936年のベルリン・オリンピックの年，オリンピックの前

後にわけて開催されたこの年のバイロイト音楽祭こそ，オリンピックと＼も

に，ヒトラーがナチス・ドイツを世界に誇示する最大の行事であった．この

年の出し物は，『指環』と『ローエングリーン』と，さうして『パルジファ

ル』が選ばれた．

　1945年5月1日，ラヂオは「ジークフリートの葬送曲」を流して，ヒトラ

ーの死をつたへた．1933年3月21日，第3帝国成立の祝賀会が『マイスター

ジンガー』前奏曲で開幕したのと，はからずも，首尾をあはせる結果となっ

たのであった．第3帝国は，ワーグナーにはじまって，ワーグナーに終った

のである．

（7）

　ある芸術家の政治性を云々するばあひ，その内容はおよそ，3つに大別し

て考へられるであらう．

　（D　政治運動への直接参加

　②　政治的・社会的闊題を主題とする作品の創作

　⑧書かれた作品の，第3者による政治的な被利用度

　かう見てみると，ワーグナーはその3つのいつれにおいても，きはめて政

治的であったこと，その1つ1つについて，概要をのべたとほりである．し

かし，一般に，ワーグナーは「非政治的」といはれてみる．なぜ，さうなの

であらうか．

　第1に，ワーグナー没後，間もなくのころは，チェンバレン（Houston
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Stewart　Chamberlain）など，ワーグナー神格化を目ざした人々は，思想的に

「右」にぞくし，本尊のワーグナーを，なるべく「左」になじませたくなかっ

たのである．ヘーゲル左派のフォイヤーバハ（Ludwig　Feuerbach）とワー

グナーとの関係も，チェンバレンは出来るかぎり両者のむすびつきを稀薄に

考へたかったので，ワーグナーはフォイヤーバハから，わっか2，3の概念

用語を借用したに過ぎない，と書いてみる（Chamberlain：翫加7♂研α9η87，

S．136）．

　また，1872年の第1次インターナショナル・ハーグ大会以ご，マルクス，

エンゲルとむすびつかない「社会主義」は，「空想」とされたから，ワーグ

ナーのやうに，反マルクスであるブルードンの影響をうけ，マルクスからバ

イロイト音楽祭について，「国家音楽師リヒアルト・ワーグナーのバカ祭り」

といふお墨附まで頂戴した者は，「革命」に参加しようが，どうしょうが，そ

れらはすべて「空想的」思想・行動であり，所詮「非政治的」とされる．た

とへば，ヴェステルンハーゲンも，ワーグナーを非政治的と判断する材料の

1つとして，ドレスデン時代のワーグナーの蔵書に，マルクスやエンゲルス

の著書が1冊もなかった，とわざわざいってみるのは，「政治性」とマルクス

との関係をしめしてみる例となるであらう．

　第3に，戦後は，いふまでもなく，人々があらゆることからナチス色の払

拭に懸命になった時代である．ナチスとのむすびつきは，戦後においては，

「死」の宣告であった．ヴィーラント・ワーグナーは，「1945年以後，19世紀

的傾向をもつとも特徴的に体現してみるワーグナーの作品はすでにその意義

を失った，とひろく信じられるやうになった」（スケルトン『バイロイト音楽

祭の100年』の序文）と言ってみるが，ヴィーラントの真の危惧は，「ナチス

にもてはやされたワーグナーは，すでにその意義を失った，とひろく信じら

れるやうになること」だったに違ひない．1951年，再開されたバイロイト音

楽祭で，ヴィーラント・ワーグナーは祖父ワーグナーの作品を徹底的に非政

治的に解釈し，それを「アイスキュロスやシェクスピアやカルデロン」の作

品のやうに，普遍的な人間存在の形象化と見たのである．ヴィーラントの試
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みは成功し，あれほどナチスになじんだワーグナーは，戦後，見事に再生し

た．ヴィーラント・ワーグナーの新しい演出がなかったら，ワーグナーはと

うの昔に，抹殺されてしまってみたかもしれない．

　このやうに2重3重に脱政治化へ方向づけられてるるところに，「非政治

的ワーグナー」の根拠があるであらう．　　　　　　　　　　　（大尾）
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           --           Uber das Politische bei Richard Wagner

                                                    Yoshihiro Ito

  Es wird allgemein anerkannt, daB Richard Wagner wesentlich unpolitisch

war. Wenn er auch im Jahre 1849 in Kontakt mit den Rebellen gestanden

habe, so habe er sich doch nur einen utopischen Zustand erwartet, in dem

seine Opern auigoftihrt werden dUrften. Seine Handlung sei durchaus kUnstle-

risch - nicht politisch - motiviert gewesen.

  Was ist denn bei einem Dichter politisch zu nennen? Die Frage laBt sich

von den drei folgenden Standpunkten aus betrachten.

  1) Er ist politisch aktiv.

  2) Er schreibt eine ein politisches Thema behanddelnde Dichtung.

  3) Sein Werk wird von einem Anderen fur die Politik ausgenUtzt.

In einem jeden dieser Sachverhalte scheint Wagner als politisch bezeichnet

werden zu k6nnen. Warum kann er trotzdem als unpolitisch gelten ? Ein

Beispiel: Seit dem Wiederbeginn der Bayreuther Festspiele imJahre 1951 hat

sein Enkel Wieland Wagner die Opern des GroBvaters durch und durch un-

politisch interpretiert und inszeniert, weil er das nazistisch Angehauchte aus

dem Werk Wagners ausmerzen muBte. Ohne diese Darstellungen hatte Wag-

ner nicht in der Nachkriegszeit weiterleben k6nnen.

  Nicht etwa, daB Wagner unpolitisch war und ist. Man wUnscht, er m6ge

    .es seln.
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